
１ 地方バス路線関係

(1) 生活バス路線を維持するため、生活路線維持費補助金の支出を行った。

ア 日ノ丸自動車株式会社

イ 日本交通株式会社

(2) 米子市循環バス（愛称「だんだんバス」）だんだんコース運行

路線バス活性化策の一助として、米子駅を発着し、大学病院など市内中心部を循環するコミュニティバスの

運行を行った。

ア ル － ト 市内中心部（米子駅→大学病院→ホープタウン前→天満屋前→ふれあいの里→高島屋前→

米子駅）での一方向周りの循環運行

イ 運行回数 平日２１便、土・日・祝日１９便（始発８時～終発１８時。３０分間隔）

ウ 使用車両 ノンステップバス（３４人乗り）２台

エ 停 留 所 ３２か所（市が設置）

オ 料 金 中学生以上１人１回１５０円、小学生１００円、障がい者等５０円、幼児無料

定 期 券 中学生以上１か月４，５００円／３か月１３，５００円

小学生１か月３，０００円／３か月９，０００円

障がい者等１か月１，５００円／３か月４，５００円

回 数 券 １５０円券１１枚綴り１，５００円 １００円券１１枚綴り１，０００円

５０円券１１枚綴り５００円

カ 料金割引 鳥取県内の路線バス定期券（日ノ丸自動車株式会社・日本交通株式会社発行分）を提示さ

れた方を対象に中学生以上１回５０円割引

キ 運行方法 市とバス事業者が協定を結び、運行するバス事業者に対し、運行経費から運賃収入を控除

した額（２０，６２９，７１１円）を市が補填した。

ク 利用者数 年間乗車人員８８，７３８人

一日平均２４４．５人、一便平均１２．２人（幼児を含む。）

区 分 路線数 補助額（単位；円）

生 活 路 線

維持費補助金

運行費

補助金

国県補助対象路線（広域幹線路線） ７ ４９，１５９，０８５

県補助対象路線 （広 域 路 線） ６ １３，８５６，７５４

単市補助対象路線（市内完結路線） ９ ４１，８２７，６７６

合 計 ２２ １０４，８４３，５１５

区 分 路線数 補助額（単位；円）

生 活 路 線

維持費補助金

運行費

補助金

国県補助対象路線（広域幹線路線） １ １，０２０，１２９

県補助対象路線 （広 域 路 線） ９ ５２，４２４，２３９

単市補助対象路線（市内完結路線） １０ ３７，４６３，３４９

合 計 ２０ ９０，９０７，７１７

総 合 政 策 部 交 通 政 策 課



(3) 米子市循環バス（愛称「だんだんバス」）歴史コース・まちなかコースの実証運行

路線バス活性化策の一助として、米子駅を発着し、大学病院など市内中心部を循環するコミュニティバス

の実証運行（令和３年１２月より運行中）を実施した。

令和４年１２月からは、それまでの実証運行で出てきた諸課題に対応するため、一部ルートの見直し及び

使用車両を小型バスへ変更を行った。

ア ル － ト 令和４年１１月まで

歴史コース（１周３０分）とまちなかコース（１周２０分）を交互に運行。

【歴史コース】米子駅→米子城前→大学病院→寺町通り→高島屋前→米子駅

【まちなかコース】米子駅→西部総合事務所前→ふれあいの里→高島屋前→米子駅

令和４年１２月から

歴史コース（１周２６分）とまちなかコース（１周２４分）を交互に運行。

【歴史コース】米子駅→米子城前→大学病院→まちなか観光案内所入口→寺町通り→高島

屋→米子駅

【まちなかコース】米子駅→西部総合事務所前→高島屋前→大学病院→米子駅

イ 運行回数 平日１９便、土・日・祝日１７便（始発８時４５分～終発１７時４５分）

ウ 使用車両 小型バス１台（令和４年１１月までは中型バス１台）

エ 停 留 所 ２１か所（令和４年１１月までは２０か所）

オ 料 金 中学生以上１人１回１５０円、小学生１００円、障がい者等５０円、幼児無料

定 期 券 中学生以上１か月４，５００円／３か月１３，５００円

小学生１か月３，０００円／３か月９，０００円

障がい者等１か月１，５００円／３か月４，５００円

回 数 券 １５０円券１１枚綴り１，５００円 １００円券１１枚綴り１，０００円

５０円券１１枚綴り５００円

カ 料金割引 鳥取県内の路線バス定期券（日ノ丸自動車株式会社・日本交通株式会社発行分）を提示さ

れた方を対象に中学生以上１回５０円割引

キ 運行方法 市とバス事業者が協定を結び、運行経費から運賃収入を控除した額（１２，４５９，２９

６円）を市が負担し、運行した。

ク 利用者数 年間乗車人員１１，９９９人

一日平均３３．１人、一便平均１．８人（幼児を含む。）

(4) 米子市淀江町巡回バス（愛称「どんぐりコロコロ」）運行

路線バスの廃止代替として、米子市淀江町全域を巡回するコミュニティバスの運行を行った。また、令和

４年４月より停留所の新設（ビラ大山、岡成、泉）及び名称変更（「ビラ大山」を「ビラ大山北口」に変更）

を行った。

ア ル － ト 便ごとにルートが異なり、淀江駅、白鳳高校、マリ医院、米子東病院、

イオンモール日吉津等を巡回（１便当たりの所要時間 １７分～１時間１分）

イ 運行回数 平日・土曜１０便、日曜・祝日運休（始発７時５０分～終発１６時００分）

ウ 使用車両 マイクロバス（２９人乗り）１台、マイクロバス（２３人乗り）１台

エ 停 留 所 ５６か所（市が設置）

オ 料 金 中学生以上１人１回１５０円、小学生１００円、障がい者等５０円、幼児無料

定 期 券 中学生以上１か月４，５００円 小学生１か月３，０００円



障がい者等１か月１，５００円

回 数 券 １５０円券１１枚綴り１，５００円 １００円券１１枚綴り１，０００円

５０円券１１枚綴り５００円

カ 料金割引 鳥取県内の路線バス定期券（日ノ丸自動車株式会社・日本交通株式会社発行分）を提示さ

れた方を対象に中学生以上１回５０円割引

キ 運行方法 市が市町村運営有償運送にて、バス事業者に運行を委託し、運行経費

（９，９４０，０３０円）を委託料として支払った。

ク 利用者数 年間乗車人員８，６２６人

一日平均２９．４人、一便平均２．９人（幼児を含む。）

ケ そ の 他 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、淀江小学校に路線バスで通学する児童（１年

生から３年生まで）を対象に、米子市淀江町巡回バス条例第９条の規定に基づき、路線バ

スの定期券を提示することにより、米子市淀江町巡回バスの使用料を免除した。

(5) その他バス路線負担金

米子市内を運行している、安来市広域生活バス「イエローバス」に１，３６２，０００円を運行負担金と

して支出を行った。

(6) 米子市地域公共交通会議の開催

本市における生活交通に関連する事項について、道路運送法及び地域公共交通の活性化及び再生に関する

法律の規定に基づく米子市地域公共交通会議において検討した。

ア 構 成 学識経験者１名、事業者の組織する団体１名、バス事業者２名、鉄道事業者１名、道路管

理者１名、住民又は利用者の代表４名、運転手を組織する団体１名、中国運輸局１名、警

察１名、県職員１名、市職員２名、その他市長が認める者１名 計１７名

イ 開 催 日 令和４年５月１２日、令和４年５月１９日（書面審査）、

令和４年１０月１４日（書面審査）、令和４年１２月２７日（書面審査）、

令和５年２月７日、令和５年２月２０日（書面審査）、令和５年３月２３日

(7) 高齢者バス運賃助成事業

高齢者のバス利用を支援するため、高齢者バス定期券「グランド７０」の購入費用を助成。

ア 米子市に在住の満７０歳以上の方に対し、「グランド７０」を半額の１３，１００円で販売し、定価（２

６，２００円）との差額を助成。

実績件数 ４３６件 交付金額 ５，７１１，６００円

イ 運転免許を自主返納してから１年以内の、米子市に在住の満７０歳以上の方に対し、「グランド７０」を

１，０００円で販売し、定価（２６，２００円）との差額を助成。

実績件数 １３２件

交付金額 ３，３２６，４００円

(8) 快適なバス待合環境応援事業

便利で快適なバス待合所の環境整備に自主的に取り組む自治会や民間事業者等に対して、その整備費用の

補助を実施した。

実績件数 ２件

交付金額 ４２６，０００円

(9) 高校生通学費助成事業

遠距離通学をする高校生等の保護者等に対し、１ヶ月あたりの通学費が７，０００円を超えた額について



支援を実施した。

実績件数 ６５件

交付金額 １，３９９，３８２円

(10) バス割引乗車券配布事業

バスの利用促進を目的として、米子市文化財団（米子文化ホール、米子市公会堂、米子図書館等）が催す

イベントやフレイル対策推進事業等に参加された方に、市内で発着する日ノ丸自動車(株)と日本交通㈱が運

行する路線バスの運賃から２００円割引をするバス割引乗車券を配布した。新たに、こども用の１００円割

引券の発行も行った。

配布枚数 １，２９０枚

使用枚数 おとな５２０枚 こども５枚

負担金額 １０４，５００円

(11) ノーマイカーデー

毎週金曜日をノーマイカーデーと設定し、市内事業者を対象に公共交通による通勤を促進するキャンペー

ンを実施した。参加者に対して、路線バス運賃半額や協賛店舗での割引などの特典を付与した。

〇参加実績 延べ４０団体、１，２７０名

２ 鉄道関係

(1) 中国横断新幹線の整備を推進するため、「中国横断新幹線（伯備新幹線）整備推進会議」を通じて、広報・

要望活動を行った。また、新幹線 PR 看板を米子市公会堂及び淀江支所敷地内に設置した。

(2) 山陰を縦貫し北陸及び近畿を結ぶ超高速鉄道の建設着手推進を目的とする「山陰縦貫・超高速鉄道整備推

進市町村会議」を通じて要望活動を行った。

(3) 山陰本線、福知山線の複線電化等について「山陰本線・福知山線複線電化促進期成同盟会」を通じて要望

活動を行った。

(4) ＪＲ利用に関わる諸問題について、ＪＲ西日本米子支社（１０月１日から山陰支社）との調整を行った。

(5) ＪＲ淀江駅前公衆便所の維持管理を行った。

３ 航空路線関係

(1) 空港利用者の利便性向上のため、鳥取県、境港市と共同で米子空港駐車場を運営し、駐車場無料化を継

続するとともに、ＪＲ境線米子空港駅待合所の維持管理を行った。

(2) 令和４年度の米子空港利用者数は、新型コロナウイルス感染症の影響により、国内線が３９．８万人では

あったものの、前年度の２倍を超える利用となった。また、国際線は、インバウンドのチャーター便利用が

あり台湾から９６人の利用があった。

(3) ＡＮＡの米子－羽田便については、新型コロナによる需要減少により、令和２年３月９日から令和４

６月１日まで引き続き減便で運行した。

(4) 米子空港の利用促進活動について、「米子空港利用促進懇話会」を通じ、各種利用促進活動、ＰＲ活動を

行った。

ア 旅行会社と連携した各種旅行商品の造成及びＰＲ

鳥取県や、中海・宍道湖・大山圏域市長会等と連携し、東京便旅行商品造成及び閑散期対策を実施した。

イ 新聞雑誌等によるＰＲ

新聞、雑誌、ラジオ、テレビ番組等により路線や旅行商品についてＰＲを行った。



４ 交通全般

(1) 米子市公共交通機関時刻表「のりものガイド」発行

令和４年４月１日現在の米子市を発着する路線バス、高速バス、飛行機などの時刻をまとめた小冊子を、

株式会社サイネックスと共同発行した。

ア 配布開始日 令和４年４月２５日

イ 発行部数 ７，０００部

【主な配布先】米子市転入者、市役所施設内、日本交通米子駅前バスターミナル、一部のバス車内、各

地区公民館、米子市観光センター等

(2) Ｙ－ＭａａＳ実証実験

ア わいわいパス（米子地域バス乗り放題電子チケット運用実験）

米子広域圏（米子市、安来市、境港市、西伯郡、日野郡）の路線バス、コミュニティバスの利用促進を

目的として、スマホによる電子チケット運用の実証実験を前年度に引き続き行った。なお、実証実験は、

令和５年３月３１日で終了し、令和５年度からは本格実施となる。

(ｱ) 実施期間

令和４年１月１日から令和５年３月３１日まで

(ｲ) 実施内容

路線バス（日ノ丸自動車、日本交通）とコミュニティバス（米子市だんだんバス・どんぐりコロコロ、

安来市イエローバス）が 1 日乗り放題となる電子チケット（愛称「わいわいパス」）を発売し、運用した。

(ｳ) 実施方法

日ノ丸自動車、日本交通、米子市、安来市の４者で米子地域ＭａａＳ協議会を設置し、ＲＹＤＥ株式

会社のスマートフォンアプリ「ＲＹＤＥ ＰＡＳＳ」上で、発売、運用を行った。

(ｴ) 電子チケットの種類

(ｵ) 購入実績（令和４年１月１日から令和５年３月３１日まで）

〇件数・人数

〇購入代表者の年代・性別（単位：人）

〇購入代表者の居住地

鳥取県１８７人、東京都３９人、神奈川県２８人、島根県２０人、大阪府１５人、兵庫県１３人、

京都府９人、広島県８人、埼玉県８人、岡山県４人、福岡県４人、長崎県４人、奈良県３人、香川県

２人、愛知県２人、茨城県２人、北海道２人、その他７人、不明２３８人、合計５９５人

広域１日券 おとな１，０００円／こども５００円
平日の午前１０時までは利用不可

米子市内１日券 おとな６００円／こども３００円

件数 おとな こども

合計 ５９５件 ６５７人 ４０人

広域１日券 ２６８件 ３００人 １６人

米子市内１日券 ３２７件 ３５７人 ２４人

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 不明 合計

合計 ８ １０２ １１９ １７４ １５４ ３８ ５９５

男 ２ ６１ ４９ ４３ ６２ ２９ ２４６

女 ２ ３１ ５４ ３２ ６１ ５ １８５

不明 ４ １０ １６ ９９ ３１ ４ １６４



(ｶ) 利用実績（令和４年１月１日から令和５年３月３１日まで）

イ バスのゾーン制運賃（距離制運賃）の電子決済実験

スマートフォンの位置情報とＱＲコードを活用した、バスのゾーン制運賃（距離制運賃）の電子決済実

験を実施した。

(ｱ) 実施期間

令和５年２月１日から令和５年２月２８日まで

(ｲ) 実施内容

路線バス（日ノ丸自動車、日本交通）の米子駅－皆生温泉間とだんだんバスの全コース、全区間を対

象に、乗車区間で運賃が変わる運賃体系での電子決済の可能性と実用性を検証した。

(ｳ) 実施方法

ＲＹＤＥ株式会社のＲＹＤＥ ＰＡＳＳアプリ上で、バス乗車時とバス降車時にバス車内のＱＲコー

ドを読むことで、バス会社・乗車降車の別、ＱＲコード読込時点の位置情報を取得し、乗降バス停を特

定。乗車区間に応じた運賃を計算し、精算する仕組みで行った。

(ｴ) 実績

４５件中２５件、乗降バス停を特定し、運賃計算も正しく精算できた。精算失敗のうち、Ａ～Ｅの失

敗は、操作ミスが原因であり、使用法の周知と慣れによって解消できると思われる。Ｆの失敗は、Android

端末のみで発生しており、原因の特定と、システム改良を要望中である。

(3) よなご公共交通ふれあいフェスタの開催

米子市では初めてとなる公共交通とその利用促進をテーマとした「第１回よなご公共交通ふれあいフェス

タ」を１１月２０日（日）に米子コンベンションセンターＢＩＧＳＨＩＰで開催し、４，１２０名が来場し

た。

５ 通信関係

通信業務の円滑な事業推進を図るため、関係諸団体との調整を行った。

日ノ丸
自動車

日本交通
イエロー
バス

だんだん
バス

どんぐり
コロコロ

合計

合計 １，２１１回 ５２５回 ９０回 １５０回 １，９７６回

広域 ６１２回 ２７７回 ８９回 ４３回 １，０２１回

米子市内 ５９９回 ２４８回 １回 １０７回 ９５５回

米子駅－

皆生温泉間

だんだん

バス

合計

全体 ３２件 １３件 ４５件

精算成功 １７件 ８件 ２５件

精

算

失

敗

Ａ：スマートフォンの位置情報がオフ ３件 １件 ４件

Ｂ：乗車操作ＮＧ・降車操作ＮＧ ３件 １件 ４件

Ｃ：乗車操作ＯＫ・降車操作ＮＧ ２件 １件 ３件

Ｄ：乗車操作ＮＧ・降車操作ＯＫ ２件 ０件 ２件

Ｅ：ＱＲコード読込地点がバス停以外 ０件 ２件 ２件

Ｆ：スマートフォンの位置情報異常 ５件 ０件 ５件



６ 交通バリアフリー推進協議会関係

「米子市交通バリアフリー基本構想」（平成２１年２月策定）で定めた各種事業の推進状況を評価、検討を目

的とした「米子市交通バリアフリー推進協議会」を２回開催した。

開催日：令和４年１１月１６日、令和５年２月１５日

７ 新型コロナウイルス対策関係

(1) 米子市コロナ禍子育て応援タクシー事業

新型コロナウイルス感染症の影響により、日常生活等が制限されている妊産婦の移動支援として、タクシ

ー券を配付した。

使用枚数 ３，２７０枚

交付金額 １，６３５，０００円

(2) タクシー事業者燃料高騰緊急支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響による運送収入の減少及び燃料価格高騰による運送コストの上昇によっ

て、厳しい経営状況にあるタクシー事業者を支援するため、登録車両１台当たり５万円の支援金を支給した。

申請件数 ８件

車両台数 １８１台

交付金額 ９，０５０，０００円


